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◇
検
討
会
開
催 

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
五
日
（
火
）
、
湘
南
な
ぎ
さ

事
務
所
に
お
い
て
、
第
三
回
茅
ヶ
崎
の
浜
辺
（
中
海
岸
地

区
）
づ
く
り
技
術
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

技
術
検
討
会
は
、
横
浜
国
立
大
学
の
柴
山
知
也
教
授
を

座
長
、
日
本
大
学
の
近
藤
健
雄
教
授
と
杉
田
治
男
教
授
を

副
座
長
と
し
、
茅
ヶ
崎
市
、
神
奈
川
県
の
代
表
委
員
と
、

湘
南
な
ぎ
さ
事
務
所
を
は
じ
め
と
す
る
事
務
局
で
構
成

さ
れ
ま
す
。
写
真
―
１
に
検
討
会
の
状
況
と
検
討
内
容
に

つ
い
て
示
し
ま
す
。 

◇
水
理
模
型
実
験
の
諸
元 

初
期
地
形
を
図
―
１
、
年
数
回
来
襲
波
を
３

０
６
分
間
（
現
地
換
算:

３
６
時
間
）
造
波
し
た

結
果
を
図
―
２
に
示
し
ま
す
。
ま
た
、
３
０
６

分
後
の
地
形
か
ら
初
期
地
形
を
引
い
た
結
果
を

次
ペ
ー
ジ
の
図
―
３
に
示
し
ま
す
。
赤
が
侵
食

領
域
、
青
が
堆
積
領
域
を
示
し
ま
す
。 

◇
地
形
変
化
実
験
結
果 

図―２ 306 分造波後地形 図―１ 初期地形
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実験諸元 

現地の値を以下のように換算し実験を行いました。 

表－1 模型実験波浪諸元（実験スケール 1／50） 

 波の種類 実験の種類 波高 周期 波長 

年数回来襲波程度  3.85m 7.78s 94.42m 
現地の値 

50 年確率波  9.51m 15.6s 227.2m 

年数回来襲波程度 地形変化実験 7.70cm 1.10s 1.89m 
実験の値 

50 年確率波 被覆ブロック安定性実験 19.02cm 2.21s 7.62m 

波の種類：被覆ブロック安定性実験＝50 年確率波 、地形変化実験＝年数回来襲波 
実験時間：     〃     ＝36.8 分   、  〃   ＝306 分 
 
 
 
 

 
・地形変化実験に用いた砂の平均粒径：0.15mm 

(1000 波作用) 
(現地換算：4.3 時間) 

(現地換算：36 時間) 

○
は
じ
め
に 

湘
南
な
ぎ
さ
事
務
所
で
は
侵
食
の

激
し
い
茅
ヶ
崎
海
岸(

中
海
岸
地
区)

の
保
全
対
策
を
検
討
す
る
た
め
に
、

市
民
参
加
に
よ
る
海
岸
保
全
施
設
計

画
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
平
成
十
一
年

度
に
茅
ヶ
崎
の
浜
辺
（
中
海
岸
地
区
）

づ
く
り
懇
話
会
、
平
成
十
二
年
度
は

茅
ヶ
崎
の
浜
辺
（
中
海
岸
地
区
）
づ

く
り
協
議
会
を
開
催
し
、
レ
ン
ズ
礁

の
具
体
的
な
構
造
・
形
状
及
び
そ
の

効
果
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。 

レ
ン
ズ
礁
と
は
、
突
堤
と
海
側
前

面
の
レ
ン
ズ
部
と
で
構
成
さ
れ
る
海

岸
保
全
施
設
の
こ
と
で
、
波
の
屈
折

効
果
を
利
用
し
た
構
造
物
で
す
。
来

襲
す
る
波
を
前
面
の
レ
ン
ズ
部
で
集

め
、
前
面
レ
ン
ズ
部
及
び
背
後
の
突

堤
部
分
で
強
制
的
に
砕
波
さ
せ
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
逸
散
さ
せ
ま
す
。
レ
ン

ズ
礁
に
よ
り
堤
体
背
後
域
で
静
穏
な

海
域
を
創
出
す
る
と
共
に
、
海
浜
の

安
定
を
目
的
と
し
た
構
造
物
の
こ
と

で
す
。 

平
成
十
三
年
度
は
、
数
値
解
析
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
検
討
を
行

い
、
平
成
十
四
年
度
に
は
、
「
茅
ヶ
崎

浜
辺
づ
く
り
技
術
検
討
会
」
を
設
置

し
、
水
理
模
型
実
験
を
実
施
・
検
討

第３回技術検討会 
平成 1５年１１月 2５日 
（13：30～15：30） 
１ 開会挨拶 
２ 座長挨拶 
３ 資料説明 
４ 質疑（意見交換） 
５ 今後のスケジュール 
６ 閉会 

 

水
理
模
型
実
験
で
は
５
０
年
に
１
回
の
確

率
で
来
襲
す
る
５
０
年
確
率
波
と
年
に
数
回

か
ら
１
０
回
程
度
来
襲
す
る
年
数
回
来
襲
波

を
用
い
て
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
表-

１
に
波

浪
条
件
を
示
し
ま
す
。 

3.6ｍ 
（現地：180ｍ）

写真－３ レンズ礁模型製作状況 

 

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
以
下
の
目
的
で

レ
ン
ズ
礁
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。 

①
縮
尺
１/

５
０
で
レ
ン
ズ
礁
の
水
理
模
型
実
験
を
実
施

し
、
レ
ン
ズ
礁
の
設
置
効
果
を
検
証
し
ま
す
。 

②
レ
ン
ズ
礁
の
技
術
的
検
証
お
よ
び
海
岸
保
全
施
設
計
画

の
立
案
を
目
的
に
技
術
検
討
会
を
開
催
し
、
レ
ン
ズ
礁

の
海
岸
保
全
効
果
・
利
用
面
・
環
境
面
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。 

◇
水
理
模
型
実
験
の
概
要 

写真－２ 実験水槽 

水
理
模
型
実
験
は
、
写
真
―
２
に
示
す
実
験

水
槽
を
用
い
て
実
施
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
レ
ン
ズ
礁
の
模
型
の
製
作
状
況
を
写

真
―
３
・
４
に
示
し
ま
す
。 

4.0ｍ 
（現地：200ｍ） 

写真－１ 検討会状況 

縦：30.0m
横：19.0m
深さ：1.5m
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写真－４ 被覆ブロック設置状況 
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◇
レ
ン
ズ
礁
周
辺
流
況 

●
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

こ
れ
ら
の
検
討
結
果
は
、
今
後
の

技
術
検
討
会
で
報
告･

討
議
を
行

い
、
本
誌
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

図－３ 306 分後地形変化量図 
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レ
ン
ズ
礁
周
辺
の
流
況
確
認
は
、
波
を
起
こ
し
て
い

る
最
中
に
レ
ン
ズ
礁
周
辺
に
染
料
を
入
れ
て
、
目
視
観

察
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
図
―
４
の
よ
う
な
流

れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
流
れ
は
、
５
０
年
確
率
波
で
現
地
換

算
１
．
２
ｍ/

ｓ
以
上
、
年
数
回
来
襲
波
で
現
地
換

算
０
．
５
ｍ/

ｓ
以
上
と
速
い
流
れ
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
レ
ン

ズ
礁
周
辺
で
は
、
局
地
的
に
速
い
流
れ
が
予
測
さ
れ

る
た
め
、
荒
天
時
の
遊
泳
は
危
険
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

◇ 

実
験
結
果
の
ま
と
め 

◎
地
形
変
化
実
験 

レ
ン
ズ
礁
背
後
は
堆
積
、
レ
ン
ズ
礁

外
縁
か
ら
沖
外
に
向
け
て
侵
食
域
が
存

在
し
、
レ
ン
ズ
礁
背
後
の
汀
線
は
前
進

し
、
レ
ン
ズ
礁
に
は
堆
砂
効
果
が
期
待

で
き
る
。 

◎
レ
ン
ズ
礁
周
辺
の
流
況 

突
堤
脇
か
ら
レ
ン
ズ
礁
外
縁
に
沿
っ

て
沖
向
き
離
岸
流
、
レ
ン
ズ
礁
中
央
付

近
か
ら
外
向
き
沿
岸
流
が
発
生
し
た
。 

◎
被
覆
ブ
ロ
ッ
ク
安
定
性
実
験 

砕
波
帯
に
被
災
が
集
中
す
る
が
、
そ

の
箇
所
で
の
被
覆
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
ハ
ド

ソ
ン
式
に
よ
る
所
要
重
量
の
お
よ
そ

１
．
５
倍
程
度
の
重
量
で
安
定
す
る
。 

● 

利
用
に
関
す
る
検
討 

荒
天
時
、
レ
ン
ズ
礁
周
辺
で
は
速
い
流
れ
が
発

生
し
、
遊
泳
限
界
流
速
（
一
般
に
０
．
５
ｍ/

ｓ
）

以
上
の
流
れ
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
サ
ー
フ

ィ
ン
等
の
利
用
は
危
険
で
あ
る
と
の
実
験
結
果
が

出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
天
端
面
は
＋
１
．
０
ｍ
で

あ
り
、
Ｈ.

Ｗ.

Ｌ
時
は
水
面
か
ら
３
６
ｃ
ｍ
し
か
余

裕
が
な
い
為
、
波
高
１
．
０
ｍ
程
度
の
発
生
頻
度

の
高
い
波
浪
で
も
、
写
真
―
６
に
示
す
よ
う
に
、

簡
単
に
天
端
面
を
遡
上
し
、
人
が
立
っ
た
場
合
転

倒
な
ど
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
図
―
８

に
示
す
よ
う
な
標
識
を
整
備
し
た
り
、
突
堤
に
侵

入
さ
せ
な
い
よ
う
な
柵
を
設
置
し
、
安
全
対
策
を

施
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

写真―６ 突堤上の波浪遡上状況  

（年数回来襲波）  

 

遊泳禁止 

突堤侵入禁

荒天時、レンズ礁周辺
警 告

図－８  

安全標識等の安全対策（案）  

● 

環
境
に
関
す
る
検
討 

「
海
岸
域
生
物
環
境
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
試
行
案
）
」

（
平
成
七
年 

建
設
省
河
川
局
）
を
参
考
に
、 

① 

底
質 

② 

プ
ラ
ン
ク
ト
ン 

③ 

底
生
生
物 

④ 

魚
介
類 

等
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。 

写真－５ 

平塚ヘッドランド生態状況 

・ 

数
値
解
析
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
実
験
結
果
と
の
比

較
を
行
う
と
と
も
に
、
長
期
的

な
汀
線
変
化
予
測 

・ 

レ
ン
ズ
礁
の
施
工
方
法
・
概
算

工
費
・
数
量
等
の
算
出 

・ 

水
産
協
調
型
の
検
討 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

離岸流 

図－４ レンズ礁周辺の流況  

沖側 

岸側 

沿岸流 

平
成
十
二
年
度
の
調
査
事
例
よ
り
茅
ヶ
崎
中
海
岸

は
、
磯
の
属
性
を
も
た
な
い
砂
浜
海
岸
と
し
て
の
生
態

系
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

中
海
岸
の
西
側
に
位
置
す
る
平
塚
海
岸
ヘ
ッ
ド
ラ
ン

ド
で
は
、
平
成
十
二
年
に
環
境
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

構
造
物
周
辺
で
は
写
真
―
５
に
示
す
よ
う
に
、
磯
属
性

の
生
態
系
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
レ
ン
ズ
礁
の
設
置
に
よ
り
、
現
在
あ

る
砂
浜
属
性
の
生
態
系
が
磯
属
性
の
生
態
系
も
含
ん
で

く
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。 

今
後
、
生
態
系
の
変
化
を
把
握
・
予
測
す
る
た
め
に

は
構
造
物
設
置
前
後
で
の
環
境
調
査
が
必
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。
従
っ
て
、
レ
ン
ズ
礁
周
辺
の
生
態
系
調
査
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。 

被
覆
ブ
ロ
ッ
ク
安
定
性
実
験
の
概
要
と
結
果
を
次
に

示
し
ま
す
。 

被
覆
ブ
ロ
ッ
ク
安
定
性
実
験
は
、
日
本
消
波
根
固
ブ
ロ

ッ
ク
協
会
に
加
盟
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
の
代
表
的
な
被

覆
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、
被
覆
ブ
ロ
ッ

ク
の
重
さ
は
、
通
常
こ
の
よ
う
な
構
造
物
の
被
覆
ブ
ロ

ッ
ク
の
重
量
算
定
に
用
い
ら
れ
る
ハ
ド
ソ
ン
式
に
よ
っ

て
、
必
要
な
重
量
を
算
定
し
ま
し
た
。
今
回
の
実
験
で

用
い
た
被
覆
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
表
―
２
に
示
す
、
ハ
ド
ソ

ン
式
で
求
め
ら
れ
た
重
量
の
０
．
８
７
倍
か
ら
２
．
４

７
倍
ま
で
の
重
量
の
違
う
８
種
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
用
い
、

レ
ン
ズ
礁
で
用
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
安
定
性
の
基
礎
デ
ー
タ

の
収
集
を
行
い
ま
し
た
。 

◇
被
覆
ブ
ロ
ッ
ク
安
定
性
実
験 

ブロック名 重量比 

A ブロック 2.47 

B ブロック 1.64 

C ブロック 1.64 

D ブロック 1.54 

E ブロック 1.20 

F ブロック 1.16 

G ブロック 1.10 

H ブロック 0.87 

表－２ 
使用した被覆ブロックの重量と 

ハドソン式で決まる 
被覆ブロックの重量比 

被
覆
ブ
ロ
ッ
ク
の
配
置
は
、
波
力
が
大
き
く
被
災
し

や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
レ
ン
ズ
礁
の
沖
側
の
砕
波
帯

（
図
―
５
ハ
ッ
チ
ン
グ
箇
所
）
と
呼
ば
れ
る
波
が
砕
け

る
箇
所
の
周
辺
に
、
５
種
類
の
被
覆
ブ
ロ
ッ
ク
を
縦
長

に
設
置
し
安
定
性
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
５
種
類
の
被

覆
ブ
ロ
ッ
ク
の
選
定
は
、
一
番
重
た
い
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
は

安
定
す
る
と
予
測
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
以
外
の
重
量
順

に
上
位
２
種
、
下
位
２
種
、
中
間
１
種
と
し
ま
し
た
。 

・
被
覆
ブ
ロ
ッ
ク
の
配
置 

Ｈブロック  

（0.87） 

Ｂブロック  

（1.64） 

Ｃブロック  

（1.64） 

Ｅブロック  

（1.20） 

Ｇブロック  

（1.10） 

Ｂブロック  Ａブロック  

Ｃブロック  

Ｈブロック  

G ブロック  

E ブロック  Ｆブロック  

砕波帯 

（）内はハドソン式により求まる重量とブロック重量との比 

図－５ 被覆ブロック配置図 

Ｄブロック  

今
年
度
内
の
主
な
検
討
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。 


